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Today, the car industry is one of the key industries in 
Japan.　In a year, more than 5.5 million cars are 
manufactured and TOYOTA, NISSAN and HONDA are 
typical of Japanese car companies.
In this paper, at first, we take a general view of product 
line of these three companies.　And then, we also take a 
general view ofmodel change history.　Through thissurvey, 
characteristics of three company’s product strategy and 
history of model changes will be clarified.
For example, before 1999, product line of three companies 
was widened.　But after 2000, it became narrow.　And 
interval of model change is getting longer.
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 2） 2015年 6 月現在。各社とも乗用車の車名ベースでの数（軽自動車、商用車を除く）。
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1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
クラウン ○ ○ ○  
コロナ ○ ○ 　 ○ 　
カローラ ○ ○ ○
センチュリー ○
スプリンター ○ ○ ○
マークⅡ ○ ○ ○
カリーナ ○ ○ ○ ○
セリカ ○ ○ ○ ×
スターレット ○ ○ ×
タウンエース ○
チェイサー ○ ○ ○
コルサ ○ ○ ○ ×
ターセル ○ ○ ○ ×
カムリ ○ ○ ○ 　 　
クレスタ ○ ○ ○
ソアラ ○ ○
ビスタ ○ ○ ○ ○
ハイラックスサーフ ○ ○




アリスト ◎ 　 ○
ウィンダム ◎ 　 ○
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いるものは16モデルに上る。具体的には、モデルチェンジを 1 回受けているも
のが 3 モデル、 2 回のモデルチェンジも同じく 3 モデル、 3 回モデルチェンジ






























センチュリー 　  
スプリンター ×




カムリ ○ ○ ×
クレスタ ×




セルシオ ○ × 　
エスティマ ○ ○
アリスト ×
ウィンダム ○  ×
カルディナ ○ ×









































2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
ヴォクシー ◎ ○ ○























































































1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
スカイライン ○ ○ ○ ○
グロリア ○ ○ ○ ○
ブルーバード ○ ○ ○ ○
セドリック ○ ○ ○ ○
シルビア ○ ○
プレジデント ○
サニー ○ ○ ○ ○
ローレル ○ ○ ○
フェアレディZ ○ 　
パルサー ○ ○ 　 ○






シーマ ◎ ○ ○ 　
セフィーロ ◎ ○ ○
マキシマ ◎ ×
180SX ◎ ×
インフィニティQ45 ◎ 　 ×
パオ ●
プリメーラ ◎ 　 ○
NXクーペ ◎ ×
アベニール ◎ ○











































 8） “日産リバイバルプラン” に続いて2002年から始まった、 3 年間の中期計画。グローバ
ルでの販売台数の100万台増加、連結売上高営業利益率 8 ％、自動車事業実質有利子負





2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014






























エクストレイル ◎ 　 　　 ○ ○
リバティ ◎ ×
ティアナ ◎ ○ ○
ノート ◎ 　 　 ○


















































1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
シビック ○ ○ ○
アコード ○ ○ ○ ○
プレリュード ○ ○ ○
インテグラ ○ ○ ○
ビガー ○ ○ ○ ×
シティ ○ ×
CR-X ○ ○ ×
レジェンド ◎ ○ ○
コンチェルト ◎ ×
インスパイア ◎ ○ ○



























































2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
シビック ○ ×




インスパイア ○ ○ 　 ×
NSX ×
ドマーニ ×
オデッセイ ○ ○ ○
セイバー ×
CR-V ○ ○ ○
S-MX ×
オルティア ×









ストリーム ◎ ○ ×
























































































































































































































12） 日産ニュースリリース　2012年 2 月27日分より
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○Kim B. Clark and Takahiro Fujimoto. （1991）, “Product Development 
Performance,”
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